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2 離島の現地調査と 3島比較アプローチ 
 2013年度に発足した産業・地域システム研究会は、「離島」に注目する。離島は、日本の縮図であり、日本の
未来を映し出す鏡、とみるからである。 
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西之表港の西約 9.3 ㎞にある面積 8.20 ㎢・標高 71ｍの低平な島であり、トビウオ加工などの季節定住者は過去
にいたが、実質的には長い間無人島であったようである。戦後、食糧増産のため緊急開拓によって、1951年から































































































































































3月 小島の両小中学校廃校（15 日、宇津木小中（教員 9 人、小学生１人、中学生 3 人（内卒
業生１人））と鳥打小中（教員8人、小学生7人（内卒業生2人）、中学生7人）両校最後
の卒業式）23 
5月18日 小島関係通信廃止（1956（昭和31）年1月 鳥打回線開通・1960（昭和35）年9月 宇
津木回線開通（農村公衆電話）） 












































4 なぜこのような無人島化が生じたのか－『学校日誌 宇津木小中学校』から 
 以上、八丈小島引揚に至る概略史を見てきたがここでは、島民たちの当時の生の声を整理することによって、
請願文に込められた意図をより正確に把握していきたいと考える。そこで、八丈島歴史民俗資料館所蔵の『学校
日誌 宇津木小中学校』（1956（昭和 31）年度～1968（昭和 43）年度）を見ていくことによって、当時の状況
を整理したいと考える30。 
 『学校日誌』に書いてある内容の基本事項は、恐らくどこの学校でも行われているであろう勉強の様子、ラジ














































































































日）、「飲料水残り少し」（7 月 3 日）、「当分飲料水を得る程の降雨は望めぬ。」（7 月 30 日）、「渇水期に、雨のな
い台風の訪れ……泣き面に蜂であった。」（9月17日）、『昭和三十七年度学校日誌』では、「一日中雨が降り続く。
学校のタンクも珍らしく、満水に近い。放射能雨だから痛し痒し。」（5月28日）35といった記述もある。 









































 大賀郷村と宇津木村が八丈村と合併した後、1956（昭和 31）年 6 月 12 日、「八丈町出張所設置条例（昭 30
年条例第3号）の一部を改正する条例」が可決されている（1956年7月1日）。内容は、「三根出張所」「宇津木

































































































事務を分担し処理すること）、もう一点、当該条例制定の根拠になっているのが、地方自治法 155 条 1 項という

















大賀郷 3827 4 2091 56件 2.6㎞ 15分 
樫立 1231 3 1029 32件 8.4㎞ 25分 
中之郷 1875 4 1234 58件 10.2㎞ 40分 





























                                                   
43 「普通地方公共団体の長は、前条第一項に定めるものを除く外、法律又は条例の定めるところにより、保健所、
警察署その他の行政機関を設けるものとする。」と規定する156条1項の規定もあるが、ここではふれない。 























































































































































































① 第一次合併時  











初の選挙は町村合併促進法 9 条 2 項 1 号（議員の任期、定数に関する特例規定）に基づくこと、３）定数は 24
名であること、の三点である。 
 最終的に、選挙区は、一区が三根（定数11人）、二区が樫立（定数4人）、三区が中之郷（定数6人）、四区が
末吉（定数 4 人）、五区が鳥打（定数 1 人）となっており、定数は先の資料では 24 名であったが、9 月 26 日に
八丈支庁で開催された五ケ村合併協議会において、更に2名増加の26名に決定したようである63。 
 『市町村配置分合告示 東京都①』内の資料によると、1954（昭和 29）年 8 月 1 日時点（要するに、合併直
前）の人口数は計8674人（議員定員総数60人）で、その内訳は三根村4233人（14名）、樫立村1270人（12
名）、中之郷村1884人（16名）、末吉村1185人（13名）、鳥打村102人（5名）である64。 
 因みに、1954 年 10 月 25 日、村長・村議選が行われたが、無投票当選した鳥打五区を除き、熱い戦いが繰り
広げられたようである65。 









































































































                                                   
71 南海タイムス1958年7月6日905号。 
72 南海タイムス1958年7月6日905号。 


































 各期の市議会議員定員数の中に離島関係者が含まれる内訳を見てみると、第 5 期定員 30 名中 7 名（坂手町 2
名、菅島町1名、答志町2名、桃取町2名）、第6期定員30名中9名（神島町1名、坂手町2名、菅島町1名、

























岡村 3808 人、鏡浦村 2734 人、桃取村 1630 人、答志村 2996 人、菅島村 1145 人、神島村 1318 人、計 30222
人である。 


























では合併時の町村議員 126 名全員での構成になった。それぞれ自治体の議員定数の内訳は、鳥羽町 26 人、加茂
                                                   








83 『鳥羽市史 下巻』、325頁。 
84 『市町村廃置分合告示 三重県 自昭二九・一〇・一五至 〃 一一・一』（国立公文書館所蔵）所収の鳥羽
市内資料。 
85 『市町村廃置分合告示 三重県 自昭二九・一〇・一五至 〃 一一・一』所収の鳥羽市の「（十）市議会議
員一般選挙執行の関係」 









30 名だから約 3 分の 1 が離島）88。因みに、当時の各町村の人口は全体で 30264 人、内訳は鳥羽町 11142 人、
桃取村 1636 人、答志村 3001 人、神島村 1382 人、菅島村 1178 人、加茂村 5483 人、鏡浦村 2798 人、長岡村
3644人である89。 
その後の1958年1月、市議会議員選挙（1市1区の大選挙区制）に改正されることになり、第三期の市議会議
























五点目。離島の有権者数。離島からの候補者が 1人減り 2人になった 2015年市議選において、ある陣営関係
者が「離島を制す者は選挙を制す」と口にしているように、有権者17000人余中3200人（全体の19％）を占め
る離島票は内陸の候補者も無視することはできず、立候補者 17 人のほとんどが離島での遊説を予定していたと
いう92。このことは、1 市 1 区制であっても離島が声をあげそれを市政に反映させることを難しくさせるもので
はなく、1 島 1 区制になった瞬間、票数を確保できなくなってしまった八丈小島の事例と決定的に異なるもので
ある。 
以上から、鳥羽市の事例は現在も離島民の要望が現在も議員を通じて議会に反映されやすい可能性を示してい
                                                   
87 『市町村廃置分合告示 三重県 自昭二九・一〇・一五至 〃 一一・一』所収の鳥羽市の「3 町村議会議
員」の部分。 
88 『鳥羽市史 下巻』、369頁。 


































 また、鳥羽市には離島が 4 島存在するため、現在の離島出身議員が出身の島のみのために行動しているのか、
4島全体のために行動しているのかも考察する必要があろう。 
94 地方自治法91条は以下の通りである。 
「第九十一条 市町村の議会の議員の定数は、条例で定める。  




























































                                                   























と、そして、八丈町や都が小島に支出している 40 年度の金額 2777 万 7 千円（内、八丈町支出金 432 万円）の












































































































































































































































































































































































                                                   
129 『九鬼嘉隆―戦国最強の水軍大将』、28頁。 
130 『九鬼嘉隆―戦国最強の水軍大将』、30頁。 
131  『鳥羽市史（上）』293頁。 
















































































































中種子町と南種子町は熊毛郡に属する。平成 22 年の人口で見た場合、西之表市（16,951 人）、中種子町（8,696







2 種子島の概況 人口および産業 















年でみると、産業別の従事者数は、第一次産業が 4,959人、第二次産業が 2,062人、第三次産業が 9,874人とな










業別の総生産額を単純に就業人口で除した 1人あたり総生産額の 3自治体の平均額をみると、第一次産業は 1.76











率を見ると、工芸作物が 3,020ha で最も広い（図 10）。ここでいう工芸作物とは、さとうきび、タバコ、茶等を
指すが、9割以上がさとうきびである。また、作物別の粗生産額を見ると、畜産用飼料が 5,145（百万円）で最も


















を認める」となっている（同上 p.6）。また「加糖調製品については、品目ごとに TPP枠を設定（計 6.2万トン（当
初）→9.6万トン（品目ごとに 6-11年目以降））」するとなっている（同上 p.6）。 
さらに、近年種子島島内で増加している畜産に関しては、牛肉について「関税撤廃を回避し、セーフガード付
きで関税を」現行の 38.5%から当初で 27.5%、10年目に20%、16年目以降9%とするとしている（同上 p.7）。また
豚肉に関しては「差額関税制度を維持するとともに、分岐点価格（524円/kg）を維持」し、従価税に関して現行













































































































図2 種子島の市町民所得（実額：千円） 図3 種子島の一人当たり市町民所得（千円） 
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図6 種子島の産業別就業人口の推移 図7 種子島の産業別生産高の就業人口比率 
 
  
図8 種子島の農業粗生産額の推移 図9 種子島の農作物作付面積の推移 
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参考資料 Tanegashima Map (2) 
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編集後記 
 
 2013年に発足したこの産業・地域システム研究会が主な分析対象とするのは「離島」である。私自身、当研究
会のメンバーでありながら、身勝手な都合により、泊りがけの視察に参加することができず、またまったく離島
研究の進展に貢献することができず、大変申し訳なく思っている。この場を借りて、研究会メンバーの方々にお
詫びを申し上げたい。 
 今回、その私が、研究会メンバーが執筆した各論文の編集を担当することになり、離島研究に初めて触れる機
会を得た。その編集作業を通じて、なぜ研究会のメンバーが研究対象として「離島」を取り上げたのか、彼らの
離島に対する意識、想いなどを少しではあるが垣間見ることができたように思う。 
 はしがきでも触れられていたように、私たちの国は6852からなる島国であり、有人島は本州の5島を除いても、
400 島以上もある。一度も離島に足を運んだことがないものの、それぞれの離島に住む人は、厳しい環境に身を
置きながらも、長い年月をかけて独自の文化、風習・習慣を形づくってきたんだろうと思う。そして、そこには
形あるものだけでなく、そこに住む人たちのものに対する見方・考え方であったり、人と人とのつながりであっ
たりするような、称賛されるべき目には見えないが確かにそこにある空気のようなものもまた、温められながら
受け継がれてきたのだろう。足を運べば、そんな素敵な文化に出会える場所が私たちの国にはこんなにもたくさ
んある。なんて素晴らしい財産をこの国は、そして私たちは持っているのだろうか！編集作業を進めていくにつ
れ、私自身初めてそこに気付かされた次第である。 
 
本報告書内の十名論文は、まさにその離島の一つである答志島の小高い山の丘に鎮座する九鬼嘉隆の「首塚」
と「銅塚」に出会い、その「戦国最強の水軍大将」として称される歴史的偉人の劇的な生涯に思いを馳せながら、
その彼を輩出した、そして彼自身が産み落とした答志島およびその志摩・鳥羽地域の歴史的・文化的遺産の魅力
を取り上げている。そして、その魅力あふれる遺産を産業・地域づくりに活用し、さらに地域に磨きをかけてい
くことが、これら地域が今後も発展していく上で必要なのではないかと指摘している。 
 この十名論文で取り上げた答志島は、その独自の伝統文化と地域振興が結びつき、過疎化の進行も緩やかにな
っている、いわば成功している離島の例であるといえる。その一方で、人の影が消え、無人島化してゆく離島も
少なくない。 
 
本報告書の榎澤論文が取り上げている八丈小島はその一つである。榎澤論文は、なぜこのような無人島化が生
ずることになってしまったのか、また無人島化する過程において、法・政策などの問題点がなかったかについて
の考察を加えており、出張所の廃止や１島 1区制の選挙区改定が全島民引揚げのきっかけになった可能性を指摘
している。その中でもやはり印象に残ったのは、「学校日誌」から垣間見える、交通、食料、水、医療といった生
活の基本となるもので相当な苦労をしつつも、自分たちが生まれた愛すべき土地で、互いに寄り添い、助け合い
ながら生活してきたそこに住む人たちの様子である。あくまで想像の範囲を出ないが、そんな苦境の中でも彼ら
は悲観ばかりして生きていたわけではなく、できればその土地で、この地域の人たち、そして自分たちが育んで
きた独自の文化と一緒にこれからも生きていきたかったんだろうと思う。しかしそれが叶わず、全島民引揚げを
決断し、島を後にする最後の最後まで、いや、島から出て他の土地で生活を始めた後でさえも、きっと彼らは自
分たちの生まれ育った島を、彼らが大事にしてきた目には見えない様々なものを想わずにはいられなかったに違
いない。その中には、人は同じでも住む場所が変われば損なわれるものもたくさんあっただろう。しかし、どん
なにその土地を離れたくなくても、やはり生活の基盤がなければ、経済的自立ができなければ、そこに永く住み
続けることはできない。離島で人々が生きていくためには、どうしても経済的自立の文字が目の前に立ちふさが
る。 
 
 その離島の経済的自立に焦点を当てたのが本報告書内の佐々木論文である。佐々木論文は日本の有人島の中で
も5番目に大きい種子島を取り上げ、この有名で規模の大きい離島においてでさえも過疎化が進んでいるうえに、
現在進行中の TPP（環太平洋パートナーシップ協定）の動向次第では、本島の中において 2番目に大きい労働シ
ェアを持つ第一次産業が大きな打撃を受ける可能性があり、いまの産業構造を維持したままでは経済的な持続可
52 
 
能性に懸念が生じることを指摘している。そうした問題意識のもとで、佐々木論文では、第一次産業から観光を
中心とした第三次産業への転換が種子島の存続への一つの処方箋になりうるのではないかと指摘している。この
指摘自体、上辺だけの理屈からのものではなく、彼が実際に種子島へ足を運び、その豊富な観光資源を自分の目
で見てきた上でのものであることは特筆に値する。その観光資源をいかに活かして島の経済的自立につなげてい
くか、その戦略をしっかりと立てていくことが望ましい。この点については、十名論文でも言及されている。 
 
 今後人口減少が進んでいくことが予想される日本では、無人化になるのは離島だけにとどまらず、本州にある
地方自治体でさえもその危険性を抱えている。独自的な文化、風習や慣習はその土地が持つ風土の中に人が住む
ことによって初めて形成されていくものだろうと思う。一つ無人化する土地が出てくれば、また一つ私たちの財
産であるそれらが失われてゆく。私たちは、失われることが不可避となる状況を目の当たりにして初めて、その
大切さに気付く。そして一旦失われてしまえば、その存在自体がそもそも最初からなかったかのように忘れてし
まう。そうやって、私たちの国の色んな場所で育まれてきた、目には見えないが確かにそこにあった文化や風習・
慣習がどんどん消えてゆく。確かに、伝統的なものがすべて良いものであるとは思わない。しかし、研究会メン
バーが実際に離島に足を運び、その土地の文化や人に触れた結果、今後もずっと残したいと強く思う何かがそこ
にあったからこそ、離島に対して強い思いを持って研究を続けられているように思う。この研究会における研究
が、この先、日本の目に見えない財産を将来世代に残していくことに少しでも貢献できれば、これほど嬉しいこ
とはない。私自身もその一助になれるよう、尽力していこうと思う。 
 
2015年11月25日 
秋山 太郎 
 
 
 
 
